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我々は ｢8-d相互作用による基底状態のエネルギーモーの2｣ (物性研究

196邸事8月号)において8-d相互作用に よる基底状態のエネルギーはJ<O
●■

のとき鞄yleigh-SchrodingeT の摂動論のエネルギーよりbinding

energyだけ低い ことを示したO芳田氏庭表題の論文に.おいてフェル ミ面の外

におかれた-コの eX七Ta-eユectronが局在ろピンにbound されてbinding

energyだけエネJt/ギーが下 ることを示されたoLかしこのことは我々の得た

結論か らみやとおかしいと思われるOなぜなら系のエネルギーはextraT

electronなしにすでにbindingenergyだけ下っているのであるか らこれ

i土新たにeXtra-electron を加えても､もはやこれがbound されて更にエ

ネルギーを下げることはないと思われるからであるO以下でこのことを示すO

芳田氏によるとextra-electronの故動函数を転 で展開したときの係数

Tk は

Tk 咲 (Ek+AEk-Er l

で与え られるo AEkはフェル ミ面の外kに-コの電子がいるときに､系の エネl■ヽ-1
ルギー~~シフ ト々 通常の摂動で (但 しEを分母に くんで)計算 したものであるO

この塵は我々の論文に現われた計算によってlogの高次まで求め られるがそれ

によると
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d Ek-d亙+Ae/汰

ここにAE はextrarelectronがない場合にエネルギーシフ トを通常の摂動
【i=ウ

論で (Eを くりこまずに)計算したものであり. de'k は
∫
Tご_. __ ～

Ac,汰--2J292(3/4)(㌔I玉)log((EkニE)/D)

一ヽ′

×i1+2Jpbg((ek-E)/D)十･-･ 事
′ヽ■

ここで五=ヨーAEoまたここのJは芳田氏のJの半分O
(筆者は ｢S-d相互作用による基底妖魔のエネルギーについて｣-{物性研究最

J■ヽ′

近号)においてdeJk の中に現われた丑の代 りにEとおいたが芳田氏-め
J■ヽ′ ◆.

princ錘 Ieに従 えばこれはEとな り､J4iogJ2 のような項は出てこず､当然

の鈷晃 と_EtfつたO).したがって

～ ■1 ■つ ～
Fk- 〔いk-Eji1-2J2p2(3/4)鳳 〔態一五)/D)

′■■.′

x (1+2Jplog((もーE)/D)+･････)lri

E.■コ王】

ek を Oに近づけたと-き い Eは我 々のaでbindingenergyを糞わすから,)

これは

Tk-{a一丁且232p2(3/4)log(aJO)f1+2Jplog(a/a)十二･･･り~ 1

となるO今bindingenergy aが我々の鳩できまっているとすると分母は 0

であって爆 音の ように フェルミ面で発散するO即 ち空間的に広がった状態
となるO従ってextra-elecもronはもはやbinding,energyに寄与せず､

aは我々の(83で定められる値にとどまるC 即ちconsiBtenCyが成立?たこと
になるB

この籍論は直ちに､sipglet が基底状態でないことを意味するのではない

と思 うOただ芳田氏の考えられたSingle七 はbound されない ことを示 した

に過ぎないCおそらく芳田氏が elecもronのみを考えholeを考 られなかった

ことと関係があるめだと思われる
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